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１．研究の目的 

 本研究は「東京におけるライフスタイルと政治」

というタイトルをとり，東京都民の政治行動や社

会一般における価値意識や消費行動，余暇活動な

どについて調査するものである．まず，それらの

ライフスタイルと団塊世代，新人類世代，団塊ジ

ュニア世代の関連や，それぞれの世代に現在起こ

りうる問題について分析する．また，人々が階層

ごとにどのようなライフスタイルを持ち，そのラ

イフスタイルが消費行動に与える影響が消費主義

の多様化に繋がっているのか．またそうした消費

主義は性別や年代といったなどどういった属性に

よって決定されているのか．これらの疑問に対し，

アンケート調査で現代の人々の「消費」について

検証した． 

 

２． 活動実施報告 

2011 年度，大妻女子大学にて郵送法を用いて調

査を行った． 

調査対象地は，東京 23 区を階層が高い地域と低

い地域，単独一般世帯率が高い地域と低い地域に

振り分け，その中から渋谷区，中央区，板橋区，

足立区の計４区を選んだ．6 月中旬に各選挙管理

委員会へ赴き，更にそこから選挙人名簿から無作

為で抽出した 20～69歳を各地域につき 400人ずつ，

計 1,600 人を対象にする多段抽出法を行った．    

その後，調査票を作成し，7 月上旬に調査票を

調査対象者 1600 名へ発送した．7 月末に返送を締

め切り，調査票のチェック，データ入力を開始し，

8 月までにはデータ入力をすべて終え，さらにデ

ータクリーニングを行った．なお，調査票の回収

数は合計 404 票で，回収率は 25.3％となった． 

 

３．研究目標の達成状況 

まず，世代別の問題意識に関する仮説と，調査

データの分析結果を簡単にではあるが記していく． 

 ①団塊世代の余暇活動に関して，職場から離れ

つつある団塊世代は時間に余裕が生まれる事から，

他の世代と比較して余暇活動が活発になっている

といえるのだろうか，という仮説を立てた．有意

な結果とはいえなったが，新人類世代や団塊ジュ

ニア世代と比較して，団塊世代の余暇活動は全体

的に活発ではなく，さらに団塊世代の中で雇用形

態別に見ても，大きな差はみられなかった．②新

人類世代の消費志向では，階層帰属意識の高い低

いにかかわらず，消費において意識が高い傾向に

あるのではないかという仮説を立てたが，階層帰

属意識が「下の下」であっても，消費意欲などの

意識が低くならないという結果から，階層帰属意

識の高い低いにかかわらず，消費においてはまだ，

こだわりやブランド志向性が残っていることがわ

かった．しかし，これも有意な結果は得られなか

った．③団塊ジュニア世代では，不安定就労や世

代間格差の問題から，団塊ジュニア世代は格差の

ない平等志向になっているのではないかという仮

説を立てたが，団塊ジュニア世代の政治意識は「個

人の努力を促すため所得格差をつけるべき」で「競

争は，社会の活力や勤勉のもとになる」という経

済自由主義傾向にあったため，団塊ジュニア世代

は格差のない平等志向になっていないことがわか

った．しかし，これもカイ２乗検定の結果，有意

な結果は得られなかった． 

次に消費の分析では，「高階層の人と低階層の

人はそれぞれ異なる消費主義を持ち，階層の中で

も細分化された消費主義を掲げているのではない

か」「買い物による自己表現の幅が広がり，自分な

りの個性やこだわりを求める消費をする消費主義

が増えているのではないか」「階層の高低に関わ

らず，経済的不安を持つ人は用心深くなり，預貯

金にお金を注ぐ人が多いのではないか」といった

仮説を立てて，現代の東京都民の消費を明らかに

していく事にする．ブランド志向は，社交的で身

だしなみに気を付けているという事は他者の目を
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気にした行動を取っていることが予想できる．同

じく階層の高そうなこだわり志向との違いの１つ

として，ブランド志向は権威主義である事が挙げ

られる．少支出快楽志向は，男女ともに将来を経

済的に不安だと考えている．もともと少支出快楽

志向は因子分析の段階では，買い物が好きだがバ

ーゲンを利用したりより安く商品を買う為に多く

の店を回ったりと，買い物を楽しんでいる割には

実際に物を買うという行為に関しては慎重である

ことが窺える．こだわり志向の最たる特徴は，個

人主義であると言えるだろう．ただ流行りの皆と

同じ物を身に付けたり同じ服装をするだけではな

く，自分の中のトレンドを作り上げる人が出てき

ているのだ．流行志向は，社交的な人たちのよう

である．また音楽や映像への積極的な興味を持ち，

実際に映画館やライブに行くという事からその時

旬になっている話題や人にも敏感である様子が見

られる．消極的消費志向はとにかく買い物に時間

を掛けない消費主義である．男性であり余暇の過

ごし方はアウトドアな事はせず漫画を読むなどイ

ンドア派，伝統や習慣を大切にするなど保守的で

あることも予想される． 

 

４．まとめと今後の課題 

 団塊世代で男性の場合，雇用形態に関わらず余

暇活動が活発になるわけではないため，時間に余

裕があったとしても，それが余暇活動に反映され

ないということではないだろうか．団塊世代の定

年退職によって起こりうる団塊世代の生活時間の

大きな変化に，離職した後も有意義な時間を過ご

せるような提案が必要になってくるのかもしれな

い．新人類世代の消費志向では，階層帰属意識が

「下の下」であっても，消費意欲などの意識が低

くならないという分析結果から，1980 年ごろ開花

した「ナルシシズム文化」が消費に関する志向性

に現在も影響を与えていると考えられるのではな

いだろうか．当時の消費志向性が今でも残ってい

るとすれば，この効果は世代の効果といえるかも

しれない．また，団塊ジュニア世代は格差のない

平等志向になっているのではないか，という私の

仮説は違っていたといえるが，この結果に少し不

安感を感じる．こうした経済自由主義傾向が続い

てしまうと，格差が自己責任によるものとされて，

貧困に陥った時に助けを求められないといった，

さらなる社会問題を引き起こすことになってしま

うのではないかと考えるからである． 

消費の分析では，階層の低い消費者は少支出快

楽志向に収束しており，消費主義が多様化してい

るのは階層が高い人たちだという結果になった．

階層に関係なく消費主義が多様化しているという

仮説を立てたが，個人収入も本人学歴も低く階層

の低い消費主義は少支出快楽志向だけとなった．   

預貯金の仮説に関しては，階層に関わらず 30 代

というバブル期であれば散財していた事の多かっ

たであろう年代が，今では預貯金に投資している

という結果なった．また，今回の分析で唯一ファ

ッションや身だしなみへの関心が薄い消極的消費

志向だったが，それはつまり人々の消費にはファ

ッションの与える影響が大きいと捉える事ができ

るのではないだろうか． 

今回の調査では全体的に世代の効果であるとい

えない結果や，統計的に有意でない結果が多く出

てしまったように思う．実際のところ，世代効果

は単独で効果しているというよりは，年齢や時代

の効果も大きく関わってくるということもあり，

純粋に世代の効果なのかという点については，経

年調査など，もっと複雑で膨大なデータが必要で

ある．しかし，世代論を用いて世代がいま直面し

ている問題に焦点をあてることにより，ひいては

社会問題に関する要因の一つとして，世代という

ものの価値を少しは見いだすことができたのでは

ないだろうか． 

また，本分析だけでは実際に消費者が何に，ど

の程度お金を注ぎ込んでいるのか明確な分析がで

きていない．また情報の取得手段の項目も対象の

情報がニュースのみなので，消費者のさらに深い

研究をする為にはこの２点については欠かす事が

できないであろう．意識と消費願望と実際の消費

行動，この３つの関係をより明確にできたとき，

現代の消費者の本質が理解できるであろう． 

 

５．研究成果 

1) 公開講座・研究会 

[1]大妻女子大学大学院人間文化研究科 修士論文

発表会,2012.2.20，9 時～16 時 30 分，大妻女子大

学千代田キャンパス A 棟 155 教室． 

 


